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②ワークライフバランスと男女共同参画に対する意識 
 このセクションでは、ワークライフバランスと男女共同参画に対する意識の現状を検証し
てみたい。 
 

図-②-１ 仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先の仕方の男女による違い 

 
注）分析にはχ2 乗分析を用いた。P<.05。 

 
 

図-②-２ 仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先の仕方の学年による違い 

 
注）分析にはχ2 乗分析を用いた。有意差なし。 

 
 Q10 で「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度の希望をたずねた。その回答の分布を男
女別に見てみると、まず男子では、「仕事を優先させる」という回答が多い。また、「家庭生活を優先
させる」という回答も女子よりも多い。一方女子では、「仕事と家庭生活をともに優先させる」とい
う回答が男子よりも 10 ポイント多い。全体的に女子の方が複数をともに優先させるという回答が男
子よりも多い。 
 学年については、統計的に有意な差は見られず、生活における仕事、家庭生活、個人の生活の優先
の仕方は、例えば学年が上がれば変化してくるという傾向は見られなかった。 




